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●開会　「点鐘」

●ロータリーソング「四つのテスト」

●出席報告

●その他の報告

●会務報告　「会長の時間」「幹事報告」

●SAA報告　ニコニコ箱

●卓　話　「出席率向上にむけて」

　　　　　　　　出席委員会　原田　達也　委員長

●閉会　「点鐘」

■卓話予告

12/7　米山奨学会委員会　福村修一委員長

　　　　　「あの米山奨学生は今！」

12/21　吉本 憲司会長　「上半期を振り返って」

　新型コロナの感染者数が再び増加し始めており、大阪

モデルも黄信号になりました。ただ、今のところ行動制限

などはまだ出されておりませんので、感染拡大には引き

続き注意しながら、例会も様子を見つつこれまで通りの形

でしばらく継続したいと考えております。

　社会経済活動が再開されつつある現状を考慮し、リ

モート併用のハイブリッド形式はもう少し見合わせ、座席

も対面形式を維持いたしますが、今後の状況変化にも臨

機応変に対応してまいりたいと思います。皆様も健康管

理に、そして例会での感染拡大防止に、これまで通りご

留意ください。

　さて先週は、移動例会と秋の親睦旅行を開催させてい

ただきました。企画・運営にあたっていただきました親睦

活動委員会の皆様、ありがとうございました。おかげさま

で楽しく、充実した一日を過ごすことができたと思いま

す。

　ところで余談ですが旅行の最中、伊勢神宮でご祈祷を

受けた後に、ロータリアンだという方から声をかけられまし

た。実は一緒に祈祷していただいたグループの中に、
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ロータリーの方が２名もおられました。お一人は東京のＲ

Ｃに所属されている男性の方、そしてもう一人は千葉のク

ラブに所属されているという女性の方でした。

　私が「大阪から来ました八尾ＲＣです。今日はみんな

で、クラブの親睦旅行でやってまいりました」とお伝えする

と、「それはいいですね」とおっしゃってくださいました。

　その後、伊勢神宮を歩きながら「あのお二方は、八尾Ｒ

Ｃにどのような印象を持たれただろうか」としばし考えてお

りました。幸いにもあの時点ではまだ、お酒も入っており

ませんでしたし、伊勢神宮の中では皆さん、お行儀よくし

ていただいておりました。きっとあの関東のロータリアンの

方々の目にも「とても仲の良い、和気あいあいとした楽し

そうなクラブだな」と映ったのではないでしょうか。

　一日を通して、会員同士の親睦をよりいっそう深めてい

ただくことができたと思います。この親睦を礎にして、この

先も仲間で力を合わせつつ皆さんで奉仕にご活躍いた

だきますことを願っております。

　なお伊勢神宮ではご祈祷後に、お札をいただきました。

事務局に保管しておきますので、ご覧ください。

　そして本日は、ロータリー財団月間ということで年次基

金への寄付を募っていただいております。世界でよいこと

をするため、皆さんのお気持ちをおすそ分けしていただ

ければ、大変ありがたく存じます。

▼15日に市民憲章推進協議会の50周年記念式典

が開催され、会長に参加いただきました。

▼17日に四和会が開催され、会長・副会長・幹事・

事務局で参加します。

▼18日に大阪RCの100周年記念式典が開催され、

会長・幹事と松本PGで出席します。

▼八尾市中学校音楽祭が20日に開催されます。チ

ケットをいただいていますので、ご希望の方は事務

局まで。

▼地区RA関西４地区交流会が開催され、山本

（隆）会員に参加いただきます。

▼30日の例会後、クラブ戦略計画委員会を開催し

ます。

▼八光殿様の駐車場は、商工会議所が満車の場

合のみ、ご使用ください。なおその際は、事務局に

駐車用のカードを取りに来てダッシュボードに掲示

してください。

▼21日は事務局がお休みです。

▼クラブ広報委員会・児林　健太　委員

　「インターアクター政治の仕組みに触れる」という記

事では、インターアクトクラブの活動について紹介され

ています。インターアクトは12～18歳の青少年のため

のプログラムで、奉仕活動に取り組み国際理解を深め

ることなどが主な目的です。世界中の約15,000クラブ

で、およそ34万人が活躍しています。今月6日には第

2660地区でも、年次大会が開催されました。

　記事ではインターアクターたちが模擬的に政治を体

験し、自分の意見を述べたことなどが紹介されていま

す。参加した生徒の感想も掲載されていますので、ご

覧ください。こうした若者たちが近い将来、日本を支え

る屋台骨になるのだと思います。

▼親睦活動委員会・田中　康正　委員長

　先日の秋の親睦旅行には多数ご参加いただき、あり

がとうございました。バスの中で卓話は、皆さんの参考

になったのではないでしょうか。

　12月14日には忘年家族会を、ヒルトンホテルの35階

で開催します。皆さんの思い出になるよう企画します

ので、奮ってのご参加をお待ちしております。出欠確

認を回覧します。

▼職業奉仕委員会・野村　俊隆　委員長

　30日の例会後、1月の事業の準備でアーテック様へ

見学に行きます。若干名の同行が可能ですので、ご

希望の方があればお申し出ください。

そ の 他 の 報 告

ロ ー タリ ー の 友 　 紹 介

幹　事　報　告



▼指名委員会・飯田　寛光　委員長

　次年度の人事を発表いたします。12月7日の年次総

会でご承認いただきますよう、よろしくお願いいたしま

す。

2023～2024年度　理事役員候補者

　会長　　　児林　秀一

　直前会長　吉本　憲司

　副会長　　山陰　恭志

　幹事　　　大槻　恭介

　会計　　　中川　廣次

　ＳＡＡ　　小谷　逸朗

　クラブ奉仕担当理事　山陰　恭志

　職業奉仕担当理事　　吉田　法功

　社会奉仕担当理事　　西村　　衛

　国際奉仕担当理事　　竹中　浩人

　青少年奉仕担当理事　曽家　清弘

2024～2025年度　会長候補者

　長竹　浩

「ウクライナは、今」

▼日本ウクライナ文化交流協会・

　　　　　小野　元裕　会長

　今ウクライナで、写真のような避難所を作っています。

当協会は2005年に、日本とウクライナの民間交流を行

う最初の団体として発足しました。それまでは交流を

行う機関がなかったので、私が立ち上げました。

　それ以来、日本とウクライナとの間で相互交流の活

動を続けてきましたが、２月から状況が一変しました。

現在は交流どころではなく、避難民の受け入れや生

活の支援などを中心に行っています。現地では数か

月前から、避難所の建設を開始しています。

ゼレンスキー大統領が、国外に避難した国民に対して

帰国するよう呼び掛けており、こうした避難所が必要に

なっています。国外へ避難した人たちは「国を捨てて

逃げた」という罪悪感を持っています。このため現在、

多くのウクライナ人が帰ってきています。ただ、住む所

がないため、こうした避難所を「ぜひ作ってほしい」と

現地の人々から要請されています。

　ウクライナ南部では、逃げ遅れた人たちもたくさんい

ます。ロシアによる検問所を通るにも多額のお金がか

かります。ロシア兵の機嫌が悪ければ、ひどい目にあ

うこともあります。国外に避難した人たちには、ユニセ

フなどが支援をしています。ただ、ウクライナの国内に

とどまっている人たちには、こうした支援が十分届いて

いないのが実情です。

　私も9月にウクライナの西部に行ってきました。昨日

も首都のキーウが攻撃を受けたようですが、これから

マイナス20℃の厳しい冬がやってきます。これを乗り

切るため、使い捨てカイロやカップ麺などが求められ

ています。現地は今、ものすごくひどい状態で、虐殺

も起こっています。

　それでもなぜウクライナ国民は抵抗を続けるのかと

いいますと今、白旗を上げるとこういう残酷なことがウク

ライナ全土に広がってしまうからです。

　ウクライナには昔、キエフ公国がありました。ここでは

東スラブ人が、豊かに暮らしていました。しかし1240年

にタタールのくびきで、モンゴルがやってきました。以

降、240年間支配され、国が消滅しました。このとき北

に逃げた人たちがロシア人となり、途中まで逃げた

人々がベラルーシ人に、そして残った人々がウクライ

ナ人になりました。

プーチン大統領はこのことから、「もとは同じ」と言って

います。歴史ではその後、モスクワ公国がモンゴル人

を追い払ったのですが、この事実からロシアとウクライ

ナは「兄弟国である」として宣伝しています。しかし実

際は、元はウクライナなのです。したがってウクライナと

卓 　 　 話



八尾ロータリークラブ会報 クラブ広報委員会
お気付きの点がございましたら、
広報委員会までご一報下さい

委員長 ▼ 谷口　善紀　　副委員長 ▼ 菅野　茂人
委　  員 ▼ 居相・原田・田中（貴）・児林（健）

ロシアは、母子関係のはずなのです。

　ウクライナは、ソ連時代に散々いじめられました。ゴ

ルバチョフの登場で、ようやく独立を果たしました。し

かしウクライナの領土には核兵器があったので、これ

が懸案となりました。条約を結び、革命を経て、そして

プーチン大統領がクリミアに侵攻したのです。

プーチン氏はもともとKGBのスパイです。ソ連を立て直

そうとしたが、それができなかった。70歳となり、ロシア

人の平均寿命を超えてしまいました。もう後がないと、

侵攻に踏み切ったのです。

仮にプーチン大統領が核のボタンを押すと、アメリカ

はAIが自動的に核兵器で反撃します。バイデン大統

領がボタンを押さなくとも、十数分後に世界は全滅す

るのです。こういう世界に私たちは生きていることを改

めて自覚し、「どうやって止めるのか」一人ひとりが考

えねばなりません。そのためにまずは、ウクライナのこ

とを知ることが大切です。そして寄付をたくさんしてく

ださい。それが平和につながると思います。

▼吉本会長　先週の旅行では親睦活動委員会の皆

様、お世話になりました。本日は小野元裕様、卓話よ

ろしくお願いいたします。

▼長竹副会長　小野様、卓話よろしくお願い致します。

奥様、ようこそおいで下さいました。

▼稲田幹事　親睦旅行楽しかったです。委員会の皆

様、ありがとうございました。

▼寺坂会員　誕生内祝い。例会欠席お詫び。

▼中川会員　良い事がありました。でももっと良い事が

ありますように。

▼菅野会員　長い間休みましてすみません。例会欠

席お詫び。

▼宇野会員　例会欠席お詫び。

▼飯田会員　良い事がありました。やれやれ。

▼田中（正）会員　先日は秋の親睦旅行にご参加頂き

ありがとうございました。皆様のお陰で大変盛り上がり、

楽しい学びある旅行になりました。曽家会員、輝への

多大なる支援、ありがとうございます。小野元裕様、小

野彩綺様、いつも大変お世話になっています。楽しみ

にしていました。本日の卓話宜しくお願いします。

▼山陰会員　親睦旅行お世話になりました。楽しかっ

たです。

▼吉田会員　親睦旅行ありがとうございました。

▼野村会員　バッチ忘れお詫び。

▼児林（秀）会員　池尻さん、田中（正）さん、曽家さん、

西村さん、先日は大変お世話になりました。また

11/14、田中（貴）さん、浦上さんと共に大阪西ロータ

リークラブにメークアップに行って参りました。本日小

野様、卓話よろしく御願いします。

▼西村会員　先日の親睦旅行ありがとうございました。

▼相馬会員　小野様、本日は卓話よろしくお願い申し

上げます。貴重な現地のお話、楽しみです。例会欠

席お詫び。

▼友田会員　先日、伊勢の神宮に参拝に行きました。

とても清々しくなりました。ありがとうございます。

▼平尾会員　ロータリー財団の寄付金よろしくお願い

します。

▼佐々木会員　コロナやっぱり第8派到来のようです

ね。ワクチン打って損はありません。できるだけ早く3回

目、あるいは4回目のオミクロン対応ワクチン打ってお

いて下さい。

▼福村会員　親睦旅行ありがとうございました。又、宮

川会員、ネクタイお貸し頂きありがとうございます。今

年一番のできごとでした。

▼谷口会員　小野様、卓話宜しくお願い致します。児

林さん、素晴らしいロータリーの友紹介、有難うござい

ました。

▼原田会員　よい事がありますように！

▼浦上会員　お伊勢参り、お疲れ様でした。

▼児林（健）会員　先日の親睦旅行お疲れ様でした。

諸先輩方のお話、大変勉強になりました！

■ 出席報告

月日

11/2

11/9

11/16

会員数

62

62

62

出席

38

31

44

うち出席規定
適用免除者

7

3

9

メーク
アップ

1

出席率

73.08％

64.58％

81.48％

確定
出席率

75.00％

ニ　コ　ニ　コ　箱
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